精神障害を併存する慢性疲労症候群の約2年後のフォローアップ調査 by 松田, 泰範
氏 名 松田泰範
学 位 の 種 類 博 士 （医学）
学 位 記 番 号 第 5 3 7 9号
学位授与年月曰 平成2 1 年 3月3 1 日
学位授与の要件 学位規則第4 条第1項
学 位 論 文 名 A Two-Year Follow-up Study of Chronic Fatigue Syndrome Comorbid with 
Psychiatric Disorders
(精神障害を併存する優性疲労症候群の約2 年後のフォローアップ調査）
論文審査委員 主 査 教 授 切 池 信 夫  副 査 教 授 石 井 正 光  
副 査 教 授 藤 本 繁 夫
n 夂 容 i の 胃 旨
【目的】慢性疲労症候群（Chronic Fatigue Syndrome, C F S ) 患者の約 2 年後の転帰に及ぼす併存す 
る精神障害の影響について検討した。
【対象】当院疲労クリニカルセンターを受診し、C F Sの診断を受けた 1 5 5名を対象とした。
【方法】初診時に C F Sの重症度及び併存する精神障害の有無について調べるための面接を行った。CFS 
に関しては、 1 9 9 1年の厚生労働省の基準を用い、重症度の評価にはPerformance Status score (PS 
score) を用いた。精神障害に関してはDiagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders 4th 
edition criteria(DSM-IV)を用いて診断し、うつ症状については Zung Self-ratingDepression Scale 
(SDS)及 び The Hamilton Depression Rating Scale (HAM-D)を用いて評価した。そして約 2 年後にフ 
ォローアップの面接を初診時と同様に施行した。
【結果】フォローアップの面接を施行できたのは1 5 5名中 7 0名 （45 %、男 性 2 3名、女性 4 7名、平均 
年齢及び標準偏差 32. 7±9. 0 9歳）であった。初回の面接においてC F S患者 7 0 名のうち、調査時及び 
過去に 3 3 名 （47%)が精神障害の併存を有した。このうち 1 8名が大うつ病性障害であった。精神障害 
の有無と C F Sの転帰、精神障害の転帰とC F Sの転帰との間に統計学的に有意な閨連は認めなかった。 
また、PS s c o r eと S D Sや H A M - Dの改善率との間に関連を認めなかった。
【結論】C F S患者において、比較的高率に精神障害、特に大うつ病性障害の併存を認めたが、約 2 年 
後 の C F Sの転帰と精神障害、特に大うつ病性障害の転帰との間に有意な関連は認められず、それぞれ 
独立した疾患であることが示唆された。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
慢性疲労症候群とうつ病は、一部の症状において重なっており、両者の関係が研究面および臨床面に 
おいて重要な問題となる。そこで両者の関係を明らかにするために慢性疲労症候群（Chronic 
Fatigue Syndrome、CFS)患者の約 2 年後の転帰と、これに及ぼす併存する精神障害、特に大うつ病 
性障害の影響について検討した。
対象は当院疲労クリニカルセンターを受診し、C F Sの診断を受けた 1 5 5名を対象とした。
初診時に C F Sの重症度及び併存する精神障害の有無について調べるための面接を行った。C F Sに関 
しては、1 9 9 1年の厚生労働省の基準を用い、重症度の評価には Performance Status score (PS score) 
を用いた。精神障害に関しては Diagnost ic and Statistical Manual of Mental Disorders 4th edition 
criteria (DSM-IV)を用いて診断し、うつ症状については Zung Self-rating Depression Scale (SDS) 
及 び The Hamilton Depression Rating Scale (HAM-D)を用いて評価した。そして約 2 年後に追跡調査 
を実施して、その時の面接を初診時と同様に施行した。
追跡調査で面接を施行できたのは 1 5 5名中 7 0名 （45%、男 性 2 3名、女性 4 7 名、平均年齢及び標準 
偏差 32. 7±9. 0 9歳）であった。初回の面接においてC F S患者 7 0名のうち、調査時及び過去に3 3名 （47幻 
が精神障害の併存を有した。このうち 1 8名が大うつ病性障害であった。精神障害の有無と C F Sの転 
帰、精神障害の転帰と C F S の転帰との間に統計学的に有意な関連は認めなかった。また、PS score 
と S D Sや H A M - Dの改善率との間に関連を認めなかった。
以上の結果より慢性疲労症候群患者において、比較的高率に精神障害、特に大うつ病性障害の併存
を認めたが、約 2 年後の慢性疲労症侯群の転帰と精神障害の併存、特に大うつ病性障害の併存との間 
に有意な関連は認められず、それぞれ独立していた。したがって慢性疲労症候群患者に大うつ病性障 
害を併存した場合には、両者への治療が必要であることが示唆された。
以上、本論文は慢性疲労症候群に大うつ病性障害の関連について新知見をもたらしたもので、今後 
この領域において寄与するものと考えられる。よって、博士（医学)の学位を授与されるに値するもの 
と判定された。
